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☆よつやの質問 

ⅰ 本庁舎等で従来型の蛍光灯から HF 蛍光灯への更新を

徐々に進めているが、従来型を長く使うことによって経

費がかさみコスト高になるため、一斉更新すべきと考え

るがどうか。 

また、予算編成上よりスムーズな移行を進める方法と

してリース契約の選択肢もあるがどうか。 

ⅱ 学校施設および公民館の蛍光灯についても、同様に、

一斉に更新し、競争入札・リース契約の選択肢はどうか。 

■教育委員会の答弁 

ⅰ 学校施設の蛍光灯について、インバーターを利用して

消費電力を低く抑える HF 型蛍光灯を整備している。一

般競争入札やリース契約で、一斉に整備することについ

ては、他市の事例を参考として研究していきたい。 

 

電力自由化を生かした競争入札で、 

もっと電気料金の節減ができたのではないか 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HF 蛍光灯へ“一斉”に転換すれば節電と経費節減が図れる 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2012 年 3 月議会 一般質問(3 月 7 日) ① 

☆よつやの質問 

電力自由化と調達先の拡大以来、2007 年度から西宮市

も本庁舎をはじめいくつかの施設で、競争入札を行ってき

た。2010 年度の競争入札の効果は、合計約 5200 万円の削

減であった。 

水道局は、これまでなぜ競争入札をしてこなかったの

か。また、今後の方向性としてどう考えるか。 

■水道局の答弁 

電力調達経費の削減について平成 18 年度から検討して

きた。 

水道施設の統廃合、整備が平成 24 年度に目途がつくの

で競争入札等の電力調達方法について 25 年度を目途に比

較検討、必要な準備を進める。 

☆よつやの質問 

学校園や公民館は、電力料金抑制のため、競争入札を検

討されてきたか。また、今後の方向性としてどのように考

えるか。 

■教育委員会の答弁 

小中学校の電力調達については具体的な取り組みには

至っていない。入札による電力調達契約も含め、より合理

的な電力削減方法を見出していく。 

公民館においても電力調達契約の見直しも必要と考え

る。関係者との協議・検討を進め、スケールメリットの効

果について、今後のエネルギー自由化市場の推移を見守り

ながら比較検討していく。 

 

答弁に対するよつや薫の考え方 

電力調達について、西宮市は他市に先駆けて、

独占的に高い電気料金を設定してきた関西電力だ

けでなく特定規模電気事業者(PPS)も参加する競

争入札による電力契約を本庁舎や下水各施設、中

央病院などで実施してきました。 

今回は、その実績を前提に、これまで競争入札

をおこなってこなかった水道局と教育委員会の各

施設について「なぜ、競争入札を行ってこなかっ

たのか」という質問をしました。 

水道局は統廃合などの事情から踏み切れなかっ

たのですが、今後検討する、との答弁には大いに

期待できます。 

一方、教育委員会では、学校園や公民館などで、

当初から検討し、実施すべきでした。仮に教育委

員会が競争入札を実施していれば削減できたかも

しれない額は、施設の多さから見て、本庁舎など

の削減額よりもはるかに大きな数字だったのでは

ないかと推測できます。市役所の電気料金の節減

というだけでなく、社会全体のエネルギー需給の

あり方に転換を促すものでもあります。 

■教育委員会の答弁 

ⅱ 公民館では、平成 11 年以降、新増改築の 5 館

で HF 型蛍光灯を設置している。HF 型蛍光灯への

更新によって経費節減が期待できることから、初

期費用が減額できるリース契約も選択肢の一つと

し、費用対効果の面を含め研究していく。 

 

答弁に対するよつや薫の考え方 

 従来型の蛍光灯は使えば使うほど、電気とその電

気料金の無駄使いとなり、すべてを一斉に更新する

ことによって、一挙に省エネと経費節減も図れる、

という提案の質問でした。しかし、教育委員会の「研

究していく」という答弁は「ゼロ回答」を意味しま

す。省エネ効果の高い HF 蛍光灯に少しずつ転換し

ても、工事費がかさみ、一斉入札で見込める削減効

果もなくなるのです。 
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☆よつやの質問 

《給食について》 

ⅰ 厚労省から放射能規制の新基準値が示されたが
給食を食べさせたくないという保護者の声にどう
対応するか。 

ⅱ 小中学校の給食では放射能検査を実施している
が、検査を実施できない保育所の給食についてど
う考えるか。 

■教育委員会および市の答弁 
ⅰ 食材の検査が一層厳格になるため、より安全が

確認されると考えが、ご理解いただけない場合は、
柔軟な対応も必要であると考える。 

ⅱ 子どもの健康を願う保護者の不安を解消するこ
とは、市の責務と考え、今後も、国や県・保健所
などからの情報把握に努め、安全・安心な給食運
営に努めていく(市長答弁)。 

☆よつやの質問 

《一般食品の検査について》 

ⅲ 新基準値では牛乳や乳児用食品も50Bq/kgとな

るが、特に乳児用食品の検査はどのような形を考

えているか。 

ⅳ 現在保健所が持つ簡易食品放射能測定器を、も

っと活用すべきと思うが、どのように考えるか。 

 

議員のお手盛り＝特権は続ける“議会改革”  

無所属議員としてのこの一年足らずは、議会改革特

別委員会を傍聴してきましたが、その間「改革」とは

ほどとおい、後ろ向きで「議員特権は守り、強化する」

ものがほとんどでした。 

ⅰ 役職報酬加算の固定化⇒近隣他市では「役職報

酬加算」がそもそもありません。 

ⅱ 視察旅費の支出拡大という逆行⇒一度削減し

た旅費の支出の範囲を広めようとしています。 

ⅲ 陳情者の範囲の実質的な制限 

唯一、進んだのは「請願者の意見表明の機会」の確

保です。これは私も議員になった当初から一貫して主

張したことで、ようやく実施の見通しがたちました。 

 

 

放射能汚染から子どもたちを守る 

実効性ある食品検査を実施すべき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■市の答弁 
ⅲ 1 月から 3 検体について精密検査をおこなった
が放射性物質は検出されなかった。4 月以降も定
期的に乳児用食品の精密検査を行っていく。 

ⅳ 4 月以降も、国や県などの動向を踏まえ、簡易

食品放射能測定器で測定可能な食品について測定

する。 

3 月議会 一般質問(3 月 7 日) ② 

答弁に対するよつや薫の考え方 

ⅰは、給食を食べさせたくないという保護者

の、放射能汚染から幼い子どもたちを守りたいと

いう希望に応じる当然の答えといえます。 

保育所の給食については、実質的には一般の食

品検査しかなく、改善すべきは、汚染食材が含ま

れないよう、献立の段階で食材や産地をチェック

する体制を整えるべきです。 

ⅲで、特に乳児用食品の検査について聞いたの

は、新基準値がチェルノブイリ事故の影響が残る

ベラルーシよりも緩い数値 (ベラルーシは

37Bq/kg)だからで、検出限界値 2 ベクレルの精密

検査をするのは当然といえます。 

ⅳは、頻繁には使われていない測定器をもっと

有効に使うべきとの趣旨でしたが、その答えはあ

りませんでした。 

兵庫県内では 41 市町中 19 市町（2011 年度末現在）

で DV 計画が策定されています。 

西宮市の DV 対策基本計画分科会では、私は民間機

関の知見から提言しました。会議には毎回傍聴者がい

て心強かったです。計画の５つの基本目標は①相談体

制の充実②被害者の安全確保③自立支援④支援者の資

質向上⑤DV 防止に向けた啓発・教育―です。重点施策

や数値目標も挙げられています。今後進捗状況の点検

や進捗度評価も行われます。「DV センター開設」がさ

れ、相談体制の充実、ワンストップ化により、被害者

支援がよりスムーズになることを期待します。計画に

入らなかったが課題だと思うのは、当事者からのヒア

リング、外国籍の相談者への通訳制度などがあります。 

今後も西宮市の DV 施策がよりよいものとなるよう

働きかけをしていきたいと思っています。 

※W・S ひょうご：DV 被害者のための相談・支援団体 

2001 年に「配偶者からの暴力の防止および被害者

の保護に関する法律」(DV 防止法)が施行され、市は

この間、DV 対策を講じてきました。 

2008 年の改正によって新たに｢DV 計画の策定｣と

｢DV センターの設置｣が努力義務とされ、それに向け

て動いてきました。今回、西宮市男女共同参画プラン

の中間改訂を機に DV 対策基本計画が策定されセンタ

ーも「開設」となりました。｢開設｣とはいえ施設を設

置するのではなく従来の婦人相談員の増員にとどまる

ものです。 

計画策定の分科会の委員として他市の状況などを示

しながら当事者支援の立場から詳しい提言をされてき

た｢Ｗ・Ｓひょうご｣のＭさんに寄稿いただきました。 

議会改革特別委員会の現状 

なくそう！議員特権 ⑰ 

西宮市 DV 対策基本計画を策定 
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